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わたしは、片岡輝美と申します。福島県に住む、東京電力福島原発事故の被害者です。

あれから10年になります。しかし、終わったことなどなにもありません。

敷地内には、溶け落ちた核燃料に触れた高濃度の放射能汚染水がたまっています。日本には、放射性物質を総量規制する法律はなく、薄めればいくらでも環境中に放出することができます。

放射性物質トリチウムは、技術によっての除去が困難な物質です。日本政府や電力会社は環境に悪影響はないと言っていますが、国内外では、その害を訴える声もあります。

[bookmark: _GoBack]私たち市民だけでなく、全国の漁業者が放射能汚染の海洋放出計画に強く反対しています。私たちは、IADL及びグリーンピース日本支部及び韓国とともに、国連加盟国が、日本政府と東京電力が120万トンの放射能汚染水を海洋に放出しないよう、長期保管へ方針を変更するよう求める声に加わることを求めます。

ありがとうございました。

W AR

amwsnon

DL, AR LT,
ORI

0, AR

BRBGIORID £, LinL o

vnisoby s,

SRS 0115 B WAL RO UM £ >
TURT. BRI ROMEWRCERIMT SRS, AN
T RAI KT B 2 208 £

MBI L) 19 112, W £ ool EARABICT. 1K
B, AL R B e 1> T8, AR,
EOWEBLIRLHY ET.

A B O ORI
SHHLTORT, B bk, ILRU7 )~ E—A B AZRON
e Cic, AR, TR £ AGRAF1207 > DM
TR IR Uik 5 MR~ HH RIS X 5 KD
DB kR

Bose

EETS



